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２、漢字習得状況調査の実施 

昭和５１年9月2日と3日の2日間にわたって全校児童341名全

員について実施した。新訂「新しい国語」（東京書籍）にでてくる該当

学年以下の新出学年すべてについて調査。1年生は76字、2年生は

221字、3年生は416字、4年生は611字、5年生は809字とだんだ

ん増え、6年生は1,004字になり、調査用紙も31枚に達した。 

① 調査の目的 

ア、習った字をどの程度覚えているのか 

――個々の習得率、学級・学年の習得率とその傾向 

イ、一字一字についての習得率 

――子どもにとって覚えにくい漢字はないか 

ウ、誤字傾向の分析――誤字傾向を知り、今後の指導に役立てる 

② 調査方法（略） 

③ 調査の集計と考察（「集計」は次頁の表で） 
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考 察（抄） 

● 出題は原則として教科書初出の語形によったため、その漢字

配当学年では問題なかったが、高学年児童にとっては読みか

えの関係で、どちらともとれる同音異義の言葉（例＝指示する・

支持する、想像する・創造するなど）が生じた。 

※その漢字は正答にも無答にもならないように処理した。 

● 習得率がよくなるのは初出学年プラス2～3年経過後である。 

● 1～2年時の漢字の配当が少なく負担が軽いのではないか。 

● そのしわよせが3～4年の時にひびいている。 

● 漢字の定着は初出時より2～3年の練習期間経過後に定着す

るのではないかと推定される。 

（資料№1） 

 

以上の調査、集計、考察、そして20ページの小冊にまとめるのに、

ほぼ半年を要した。翌年石井勲先生にお目にかけると「大変ご苦労様

でした。このことは私が20年前にやったことと同じです」とおっしゃった

ので、不勉強が恥ずかしかった。しかし後になって考えると、この調査

を自分達の手でやったことが私達なりの漢字指導観をもち、石井方式

の実践に踏み切る原動力になったと思う。 

習得率30％以下の漢字が237字あったが、これを「覚えにくい漢字

一覧表」（実は目に触れる回数の少なかった字、もしくは教師が指導を

怠った字）にして児童・家庭に配布した。そして学校でも指導した後、2

月3日にもう一度この字についての調査をした。 

漢字分析も計画していたが実際には習得率の低い漢字は誤答よりも

無答が多く（237字中、223字、94％）分析を中止した。 

 


